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伸び伸び   
伸び   
山なり   
大器晩成   
安定   
後半失速   
V時回復   
停滞   



























上がった ５７．１％ ５２．５％ ５９．３％
変わらない ２８．６％ ２３．７％ ２７．１％







上がった ３８．１％ １６．９％ ４９．２％
変わらない ３１．０％ ５０．８％ ３０．５％
下がった ３１．０％ ３２．２％ ２０．３％
６．考察とまとめ
今回検証を重ねた結果、タイピング練習量を増
やすこととレベルアップ（質的向上）を図ること
が同義でないことがわかった。
音声によるテキスト入力技術が進化してきてい
る現在、今後もキーボードが主たる入力デバイス
の座を維持し続けるとは限らない。記録方法が紙
からパソコンなど電子デバイスに変化したように、
入力方法がハードウェアキーボードからソフト
ウェアキーボードになり、音声入力へと変化する
可能性もある。変換の正確さにまつわる問題など
があり、現在の技術ではまだ完全に置き換わると
図１１ 練習回数－変化量相関（－①群）
（p＝０．４１）
短期大学生におけるタイピング練習に関する研究
－２５７－
ころまで来ていない。今後人工知能の進化により
細かいニュアンスまで正確に変換されるようにな
るなどのブレイクスルーがあれば、キーボードの
利用が減っていくことも考えられる７）。だが、現
状ではキーボードの利用が主流であるので、必要
に応じた練習を続けるべきであろう。
本研究では２０１４年度と２０１５年度のデータから傾
向を見出し、２０１６年度学生に適用することで「週
当たり４回程度の練習回数がレベル向上に効果的
となる」であろうという仮説の検証を行なった。
過年度のデータから読み取れたことは、闇雲に練
習回数を増やすのではなく、持続可能な練習回数
を維持することだった。この仮説を元に２０１６年度
学生に適用してみたところ、大幅な向上は見られ
なかったが一定の成果を得られたように思う。ま
た、開始当初から高いレベルを示していた学生に
ついては、賞賛と励ましを与えることでさらに上
のレベルを勝ち取ろうとするモチベーションに繋
がっていた。結果として、研究当初には知られて
いなかったレベル（「Good！」以上）が頻出する
こととなり、評価項目の作り直しに繋がった。一
方で元々練習に対する意欲を持たない学生が一定
数いるため、練習に取り組ませる工夫も必要とな
ってくる。練習させることが目的ではなく、タイ
ピング能力向上が最終的な目的であることを見失
わないようにしながら、この取り組みを継続して
いくことが重要と考える。
高等学校の授業で「情報」が必修化されたこと
に伴い、コンピュータリテラシーを有する学生が
入学してくるという期待が大きく外れた現在、大
学生にコンピュータリテラシー教育を行なう必要
性はさらに高まると考える。その第一歩として
「キーボードに馴染む」練習が重要性を増してい
るように思う。
これからの課題としてタイピング練習に対する
モチベーション維持の方法を検討すること、早い
段階でフリック入力に馴れてしまった学生が、
キーボードに対する抵抗感を無くす方法について
も検討を続けたい。
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